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主な内容

五霞町 広報

五霞町イメージキャラクター
「ごかりん」

カヌー＆水辺の安全教室の様子

広報紙を

スマートフォンへ

配信します。



連 載 ⑦

「
封
入
さ
れ
て
い
る
も
の
」

おもて面

うら面

平
成
27
年
10
月

〝
１
人
に
１
つ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
を

　
　
　
　
　
　
　受
け
取
ろ
う
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
を

　
　
　
　
　
　
　受
け
取
ろ
う
」

　五
霞
町
で
は
、10
月
14
日
か
ら
概
ね
11
月
中
に
郵
便
局
職
員
が
簡
易
書
留
に
て

世
帯
主
宛
て
に
通
知
カ
ー
ド
を
お
届
け
し
ま
す
。

○通知カード（紙）

○送付される封筒

➋彩紋パターン 
（おもて面全面） 

➌マイクロ文字 
（サインパネル領域

のライン部分） 

➍コピー牽制 
➍コピー牽制 

（おもて面全面と 
サインパネル領域） 

➊ 白黒すき入れ（「桜」図案） ➊ 白黒すき入れ（「桜」図案） 

①宛名台紙 (お問い合わせ先記載あり)
 

② 通知カード 
 ＋個人番号カード交付申請書兼電子証明発行申請書 
 ＋音声コード台紙  
  ※※世世帯帯人人数数分分（（11通通でで最最大大88人人ままでで））  

④個人番号カード申請書の返信封筒 

（おもて面） 

③説明用パンフレット (8ページ3つ折り）
 

いつもの五霞町役場

《注意》

の

封筒と違うから間違え

ないでね！
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五霞町では、２つの交付方法があります。

１．役場交付方式

２．行政区交付方式

次回、11 月号では『個人番号カード申請について②』を掲載予定です。

0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）平日 9:30～17:30（土日祝日・年末年始を除く）

問い合わせ 政策財務課 政策 G 内線２２３ 町公式ホームページ http://www.town.goka.lg.jp/

写真添付について

○個人番号カード（プラスチック）

住民

役場

国

通知カード・受領 申請書

作成・送付

通知カード・発送 番号カード作製 カード発送

交付準備
受付・交付

通知受領

本人確認書類

通知カード返納

番号カード・受取

暗証番号入力

住民

役場

国

住民

役場

国

通知カード・受領 必要書類

通知カード発送 番号カード作製 カード発送

交付準備・暗証番号入力

通知受領

大字事務所等
申請書作成

申請書送付

・申請書作成補助

・申請書一括申請

本人確認書類

通知カード返納

受付・交付

番号カード・受取り

暗証番号・返却

本人確認書類

暗証番号・申請

保管

住民

役場

国

大字事務所等

『
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　
　申
請
に
つ
い
て
』

・個人番号カードは番号確認と身元

確認が1枚でできる唯一のカードだよ。

・コンビニで住民票の写しや印鑑証明

書がとれるよ。

・おもて面には、住所・氏名・生年
月日・性別が記載され、写真が表
示され、身分証明書として利用で
きます。

・うら面には、マイナンバーが記載
され、マイナンバーを証明するこ
とができます。

※初回の交付手数料は無料ですが、
紛失その他に伴う再交付手数料は
有料です。

○
添
付
（
送
付
）
す
る
写
真
は…

(顔写真 )

(顔写真 )

※暗証番号は各個人に
   入力してもらいます。

※暗証番号は職員が代行して
   入力します。

※詳細は広報ごか11月号でお知らせします。

おもて

うら
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歳入決算額 41億7,184万円

町税
22億4,520万円

53.8％

個人町民税 4億789万円

法人町民税 4億594万円

固定資産税 13億2,050万円

軽自動車税 2,366万円

町たばこ税 8,721万円

地方交付税 5億1,911万円 12.4％
町債 2億5,980万円 6.2％

繰越金
3億5,671万円
8.6％

国庫支出金
2億5,596万円
6.1％

県支出金
1億8,320万円
4.4％

地方消費税交付金
1億4,571万円 3.5％

地方譲与税
5,526万円 1.3％

分担金・負担金 5,955万円 1.4％

繰入金 130万円 0.0％

その他
9,004万円 2.3％

町税の推移
　町税は、法人町民税や固定資産税が昨年に比べ増
加したため、全体として22億円を超えました。
　また、平成26年度の収納率は、県内４４市町村中
第３位で、県平均９３．４％（速報値）よりも高いポイ
ントになっています。
　町では、今後も収納率の向上を目指して、自主財源
の確保に努めます。 （単位：億円）

※国民健康保険税を除く。

H23H22
4.1
3.0

13.1
1.0

21.2
96.2％

H24
4.2
3.3

12.2
1.1

20.8
96.1％

H25
4.2
3.2

11.9
1.1

20.4
96.2％

H26
4.1
4.1

13.2
1.1

22.5
97.1％

個人町民税
法人町民税
固定資産税
その他
合計

徴収率

4.2
4.1

13.4
0.9

22.6
96.3％

歳入
41億

7,184万円

平成26年度

一般会計決算の
概  要

●町民1世帯当たり月額換算すると　（世帯　3,213世帯　平成27年3月31日現在）

収　　　入 支　　　出

58,232 円 食　費（人件費） 19,710 円

パート収入
（使用料,分担金等）

1,860 円 医療費（扶助費） 13,748 円

定期預金の解約（繰入金） 34 円 ローン返済（公債費） 11,243 円

前月からの繰越（繰越金） 9,252 円
住宅増築工事
（普通建設事業費）

4,227 円

給　料（町税）

親からの援助
（地方交付税,国県支出金等）

30,665 円
生活費
（光熱水費,物品購入費等）

17,126 円

97,905 円

ローン借入（町債） 6,738 円
車検,家の修繕費
（維持補修費）

13,987 円

雑収入(寄附金，財産収入等) 1,421 円 子供への仕送り（繰出金） 14,366 円

貯　金（積立金,投資及び出資
金,貸付金等）

3,498 円

合　　計 108,202 円 合　　計

※割合（％）は小数点以下第1位までの表示

　
第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
８
日

か
ら
18
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算

の
認
定
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

 

歳
入
総
額
41
億
７
，
１
８
４
万
円
、

歳
出
総
額
37
億
７
，
４
８

４
万
円
で
、
前
年
度
決
算

額
に
比
べ
歳
入
は
微
増
、

歳
出
は
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
繰
越
額
を
控
除
し
た
実

質
的
な
収
支
は
、
３
億
７
，

１
４
９
万
円
の
黒
字
、
当

該
年
度
だ
け
の
単
年
度
収

支
は
、
４
，
５
８
１
万
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
や
地
方
債
の

繰
上
償
還
な
ど
、
黒
字
要

素
や
赤
字
要
素
を
控
除
し

た
実
質
単
年
度
収
支
に
つ

い
て
も
、
１
億
６
，
７
５

８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
41
億

７
，
１
８
４
万
円
で
前
年

度
決
算
額
41
億
６
，
１
４

６
万
円
に
比
べ
０
．
２
％

（
１
，
０
３
８
万
円
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
特
徴
点
と

し
て
、
町
税
は
前
年
度
と
の
比
較
で

約
２
億
３
０
０
万
円
増
加
し
、
町
税

全
体
で
22
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
法

人
町
民
税
や
固
定
資
産
税
の
伸
び
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
前
年
度
の
法
人
税

な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
約
５
，

５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
繰
入
金
で
約
３
，
７
０
０
万

円
の
減
額
、
諸
収
入
で
約
５
，
７
０

０
万
円
の
減
額
、
町
債
で
約
５
，
５

０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。 

歳
　
　
入

楽しい地域づくり講座
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歳出決算額 37億7,484万円

主な普通建設事業費
◆一般会計

　道路維持補修工事
　保健センター空調設備設置工事
　道路整備
　役場屋上防水改修工事

（単位：千円）
47,117
22,032
19,710
13,435

性質別歳出とは・・・
　どのような性質の経費がどのくらい使われたのかを示
しています。
・人件費…町長、職員の給与や議員報酬などです。
・扶助費…児童、高齢者や障害者に対するものです。
・公債費…町が借りた地方債の返済（元利償還金）です。
・普通建設事業費…道路や施設の整備にかかるものです。
・物件費…消耗品費や委託料などです。
・維持補修費…公共用施設の修繕費です。
・補助費等…ごみ処理や消防などの負担金です。
・積立金…特定の目的のために積み立てるものです。
・繰出金…特別会計に支出される経費です。
・投資及び出資金…県信用保証協会等への出資金です。
・貸付金・・・高額療養費等への貸付金です。

歳出
性質別

普通建設事業費
1億6,299万円 4.3％

物件費
5億903万円 13.5％

維持補修費
3,024万円 0.8％

扶助費
5億3,009万円

14.1％

扶助費
5億3,009万円

14.1％

積立金
1億3,203万円

3.5％

積立金
1億3,203万円

3.5％

貸付金
209万円
0.0％

投資及び
出資金
76万円
0.0％

繰出金
5億5,391万円

14.7％

人件費
7億5,993万円 20.1％
人件費
7億5,993万円 20.1％

公債費
4億3,348万円 11.5％
公債費
4億3,348万円 11.5％

補助費等
6億6,029万円

17.5％
37億

7,484万円

性
質
別

議会費
8,279万円

2.2％

諸支出金
1億3,180万円

3.5％
その他

681万円
0.2％

公債費
4億3,348万円 11.5％

衛生費
4億7,558万円

12.6％

教育費
3億2,522万円

8.6％

消防費
2億1,105万円

5.6％
農林水産業費
2億1,729万円

5.7％
歳出
目的別

民生費
10億1,294万円 26.8％
民生費
10億1,294万円 26.8％

総務費
4億9,447万円 13.1％
総務費
4億9,447万円 13.1％

土木費
3億8,341万円 10.2％
土木費
3億8,341万円 10.2％

37億
7,484万円

目
的
別

※割合（％）は小数点以下第1位までの表示

町道1561号線

　
歳
出
決
算
額
は
、
37
億
７
，
４

８
４
万
円
で
前
年
度
決
算
額
３
８

億
４
７
５
万
円
に
比
べ
０
．
８
％

（
２
，
９
９
１
万
円
）
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
目
的
別
歳
出
の
主
な
特
徴
点
と

し
て
、
総
務
費
や
衛
生
費
な
ど
が

増
加
し
た
も
の
の
、
農
林
水
産
業

費
、
公
債
費
、
基
金
管
理
に
係
る

諸
支
出
金
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
、
全
体
と
し
て
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
対
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
総

務
費
で
役
場
庁
舎
屋
上
の
防
水
改

修
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り

増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
水
道
事
業
会
計
補

助
金
や
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
へ
の
負
担
金
が
増
加
し
た
た

め
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
道
の
駅
ご

か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
減
額
に
な
り
ま
し

た
。 

　
公
債
費
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
高
金
利
地
方
債
の
繰
上
償
還

に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
諸
支
出
金
は
、
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
が
減
少
し
た
た
め
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
出
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保
険
給
付
費
の
減
少
に
伴
い
、歳
入
は
国

庫
支
出
金
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。歳
出
は

今
後
の
給
付
費
に
備
え
て
基
金
の
積
立
を

実
施
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　介
護
認
定
者
が
年
々
増
加
し
、サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、保
険
給
付
費
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　療
養
給
付
費
負
担
金
の
返
還
金
が
皆
減

し
た
た
め
、歳
入
歳
出
と
も
に
減
少
し
ま
し

た
。 後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　主
に
管
路
内
カ
メ
ラ
調
査
業
務
、各
水
処

理
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
業
務
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　収
益
勘
定
で
は
、歳
入
は
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
減
価
償
却
費
に
よ
り
一

般
会
計
補
助
金
が
増
加
し
、歳
出
は
特
別
損
失
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、資
本
勘
定
で
は
、

歳
入
は
負
担
金
が
皆
減
し
た
た
め
減
少
し
、歳
出
は
企
業
債
償
還
金
が
増
加
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

歳入
1億
6,628万円

歳出
1億

6,528万円

使用料及び手数料
4,258万円 25.6％

農業集落排水事業費
6,469万円

39.1％

繰入金
1億1,960万円
71.9％

公債費
9,834万円

59.5％

その他 410万円 2.5％その他 225万円 1.4％

歳入
1億
4,329万円

歳出
1億

4,293万円

後期高齢者医療広域連合納付金
1億3,364万円

93.5％

繰入金 9,890万円
69.0％

後期高齢者医療保険料
4,296万円 30.0％

総務費 929万円 6.5%

その他 143万円 1.0％

国民健康保険税
3億2,629万円
27.8％

国庫支出金
2億6,111万円
22.3％

　保険給付費
7億649万円
61.8％

共同事業
拠出金
1億2,001万円
10.5％

共同事業交付金
1億714万円 9.1％

前期高齢者交付金
2億1,166万円 18.0％

その他
2億6,665万円 22.8％

その他
1億5,486万円 13.6％

後期高齢者
支援金等
1億6,128万円
14.1％

歳入
11億
7,285万円

歳出
11億

4,264万円
 

主
に
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
設
備

更
新
実
施
設
計
業
務
、維
持
管
理
業
務
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳入
3億
4,108万円

歳出
3億

3,573万円

下水道事業費
8,976万円 26.7％

公債費
2億4,597万円
　73.3％

使用料及び手数料
　　8,376万円 24.6％

その他 968万円 2.8％

繰入金
　1億5,264万円
　44.7％

町債
9,500万円
27.9％

平成26年度

特別会計決算の
概  要

歳入
6億
4,260万円

歳出
6億

4,174万円

総務費
3,972万円 6.2％

保険給付費
5億7,652万円
　89.8％

保険料
　　1億2,599万円 19.6％

その他 648万円 1.0％その他 2,550万円 4.0％

国庫支出金等
　1億2,704万円
　19.8％

支払基金交付金
1億6,852万円
26.2％

県支出金
9,206万円
14.3％

繰入金
1億2,251万円
19.1％

（収益勘定）

（資本勘定）

歳入

9,106万円

歳出
3億

2,525万円

建設改良費
1億2,108万円 37.2％

企業債償還金
2億417万円
　62.8％

企業債
　　9,030万円 99.2％

出資金
　76万円
　0.8％

歳入
5億
2,007万円

歳出
7億

9,080万円

営業費用
3億5,574万円 45.0％

営業外費用
1億588万円
　13.4％

特別損失
3億2,918万円
　41.6％

営業収益
　　3億3,155万円 63.8％

営業外収益
　1億8,851万円
　36.2％

特別利益
　1万円
　0.0％

※割合（％）は小数点以下第1位までの表示
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43.7 41.8 38.0 36.8 35.5 

13.8 13.1
12.4 11.7 11.0 

32.6 31.8 
31.0 30.3 29.4 

31.2 
29.1 

27.2 26.2 25.1 

121.3 
115.8 

108.6 105.0 101.0 

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

上水道 公共下水道

農業集落排水 一般会計

合計

8.0 8.4 9.4 
11.0 12.2 

3.6 3.0 0.8 
0.9

0.9 

7.6 

13.0 

12.3 
12.1 

12.2 
0.8 

0.7 

0.6 
0.6 

0.8 

20.0 

25.1 
23.1 

24.6 26.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

30.0

25.0

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

その他基金 特定目的基金

減債基金 財政調整基金

合計

75.1%

88.5%
91.1%

87.1%

87.6%
87.0%

80.0%

88.0%
89.7%

88.2%

82.9% 82.4%
83.2%

72.0%

75.0%

78.0%

81.0%

84.0%

87.0%

90.0%

93.0%

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

五霞町

県内町村平均

類似団体平均

0.82 0.81 0.79 0.80 0.80 

0.75
0.72

0.66 0.65

0.35 0.36 0.34
0.34

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

五霞町

県内町村平均

類似団体平均

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基
づいて、平成26年度決算に係る健全化判断比率及び
資金不足比率を報告するものです。この法律では、早期
健全化と財政の再生及び公営企業の健全化を図るた
め、健全化判断比率と公営企業ごとの資金不足比率を
公表し、財政危機を早期に是正することを目的として
います。今回、平成26年度決算に係る健全化判断比率
及び公営企業ごとの資金不足比率を報告するものです。

　実質公債費比率は、前年度までの町債の繰上償還
や借り換えにより元利償還金が減少したため、13.9
％（対前年度△0.6％）となりました。また、将来負担比
率は、町債残高の減少や基金への積立により、34.1％
（対前年度△14.5％）となりました。資金不足比率は、
いずれの公営企業会計も資金不足は生じていないた
め該当しませんでした。今後は県内市町村の平均に近
づけるよう努めます。

　財政力を示す指標で、標準的な行政サービスを提供するのに必要な
費用に対して、町税収入などがどれくらいの割合を占めているかを表
したものです。
　この値が高いほど地方交付税の依存度が低いといえ、また、１に近い
か１を超えるほど財源に余裕があります。

　財政構造の弾力性を示す指標で、家庭でいうと、食費や電気・ガス・水
道代、ローン返済など、きまって支出する生活費を毎月の給料で割った
ものです。
　この比率が低いほど一般財源に余裕があり、新しい行政需要にも対
応できることになります。

実 質 赤 字 比 率　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計の赤字額の程度を指標化し、財政運営の
深刻度を示します。

連結実質赤字比率　すべての会計の赤字と黒字を合算し、その団体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体
としての運営の深刻度を示します。

実質公債費比率　借入金の返済及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、数値が高いほど資金繰りが危険であること
を示します。

将 来 負 担 比 率 　地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での
残高の程度を指標化し、数値が高いほど将来財政運営を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。

比 率 名
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

平成26年度
－％
－％

13.9%
34.1%

平成25年度
－％
－％

14.5%
48.6%

早期健全化基準
15.0%
20.0%
25.0%
350.0%

財政再生基準
20.0%
30.0%
35.0%

財政力指数（３ヵ年平均） 0.80 経常収支比率 87.6％

町債残高101.0億円基金残高 26.1億円

五霞町財政の健全化判断比率の報告について

健全化判断比率
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少
子
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
は
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
晩

婚
化
や
非
婚
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
五
霞
町
で
は
、
少
し
で
も

多
く
の
方
に
結
婚
し
て
五
霞
町
に
住

ん
で
い
た
だ
き
、
自
然
豊
か
な
環
境

の
中
で
子
育
て
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
結
婚
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
７
月
31
日
、
五
霞
町
結
婚
支
援
員

20
名
が
委
嘱
さ
れ
、
同
日
、
五
霞
町

結
婚
支
援
員
連
絡
会
の
設
立
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
婚
支
援
員
は
、
茨
城
県
知
事
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
結
婚
支
援
を
し
て

い
る
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
町
の
定
住
化
に
重
点
を
お
い
た

結
婚
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
の
世
話
役
と
し
て
結

婚
を
希
望
す
る
方
の
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
五
霞
町
結
婚
支
援
員
（
敬
称
略
）

　
結
婚
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た

氏　名 住　所 電話番号

新井　かず 五霞町小福田720-1 ☎８４－２１８３

石塚　和実 五霞町小福田187 ☎８４－０６４４

板橋　英治 五霞町川妻232-2 ☎８４－２０３５

伊藤　正子 五霞町原宿台3-14-5 ☎８４－３１３４

岩井　和之 五霞町元栗橋1179 ☎８４－１５７３

梅田　郁雄 五霞町元栗橋3385-5 ☎８４－３５５２

梅田　福一郎 五霞町元栗橋3397 ☎８４－２４２０

大久保　千枝子 五霞町小手指484 ☎８４－０５１０

影山　德治 五霞町山王山375 ☎８４－２７６０

栗原　信子 五霞町大福田966 ☎８４－０２９１

氏　名 住　所 電話番号

須釜　君江 五霞町元栗橋87 ☎８４－０２６２

鈴木　一正 五霞町江川271 ☎８４－２８８５

鳩貝　清 五霞町山王327 ☎８４－０７９０

堀山　幸治 五霞町幸主807 ☎８４－３０９３

松本　眞生子 五霞町小手指1143-1 ☎８４－１００４

三浦　てる 五霞町大福田2208-1 ☎８４－１２５７

青木　照枝 五霞町原宿台4-16-4 ☎８４－１９６１

細井　清 五霞町新幸谷463
（工業クラブ） ☎８４－０７６４

篠﨑　早苗 五霞町江川3201
（社会福祉協議会） ☎８４－０７６５

鈴木　奈緒 五霞町新幸谷463
（商工会） ☎８４－０７７７

　
結
婚
支
援
員
が
、
結
婚
を
希
望
さ

れ
る
方
の
お
悩
み
や
ご
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
だ
け
の
ご
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
30
分
か
ら
45
分
で
す
。

相
談
費
用
、
登
録
料
な
ど
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
予
約
制
で
す
の
で
、
電
話

ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
11
日
(日)

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　
会
議
室
②

　
五
霞
町
大
字
江
川
３
２
０
１
番
地

　
☎
０
２
８
０
（80）
１
１
６
５

○
持
ち
物
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド

作
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
写
真

（
で
き
れ
ば
全
身
、
Ｌ
判
）
、
印

鑑
、
身
分
証
明
証
（
運
転
免
許
証

等
）

○
受
付

　
10
月
８
日
(木)
ま
で 

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
電
話

　
五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会
（
石
塚
）

　
０
８
０
│
４
８
６
０
│
９
１
１
３

　
電
話
受
付
時
間
　
正
午
〜
午
後
７
時

・
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

　
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
可
）

http://w
w
w
.tow

n.goka.lg.jp

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
度
大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
い
た
『
映
画
　
う
ま
れ
る
』

の
第
二
弾
で
あ
る
、

「
う
ま
れ
る
　
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
。
」

を
上
映
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
日
時
　
11
月
１
日
（日）

　
　
　
　
開
場
　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
上
映
　
午
後
１
時
15
分

○
場
所
　

　
五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ル
・
和
室
（
同
時
上
映
）

○
入
場
料
　
無
料

○
事
前
予
約
要

　
予
約
は
10
月
１
日
（木）
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　
電
話
ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
（
先
着
１
０
０
名
様
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

結
婚
相
談
会

映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
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嫌気ろ床槽

沈殿槽

接触ばっ気槽
好気性
微生物

嫌気性
微生物

空気の流れ

空 気

 

嫌気ろ床槽

消
毒
剤

汚 水

浄化槽のしくみ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ

イ
マ
ー
な
ど
の
点
検
調
査
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
消
毒
剤
を
定
期
的
に
補

給
し
、
放
流
先
が
不
衛
生
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
作
業

で
す
。

　
こ
の
作
業
は
、
茨
城
県
に
登
録
さ

れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
守
点
検
回
数
は
設
置
し

て
い
る
浄
化
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。
定
期

的
に
実
施
し
な
い
と
せ
っ
か
く
浄
化

し
た
処
理
水
に
汚
泥
が
混
じ
っ
て
流

出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
浄
化
槽
か
ら

汚
泥
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、
周
辺
住

民
へ
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
は
、
毎

年
１
回
以
上
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

　
た
だ
し
、
全
ば
っ
気
方
式
浄
化
槽

は
、
６
カ
月
に
１
回
以
上
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
作
業
は
、
町
で
許
可
を
受
け

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

　
町
で
許
可
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽

清
掃
業
者
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、

生
活
環
境
Ｇ
ま
で
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
全
ば
っ
気
方
式
と
は
、
固
液
分
離

装
置
で
あ
る
沈
殿
分
離
室
が
な
い
浄

化
槽
の
こ
と
で
す
。

　
浄
化
槽
の
管
理
者
等
は
、
管
理
状

況
ま
た
は
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
次

の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
検
査
は
、
茨
城
県
知
事
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
「
社
団
法
人
茨

城
県
水
質
保
全
協
会
」
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
設
置
後
の
水
質
検
査
（
法
第
７
条
）

　
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
所
期
の

性
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

使
用
開
始
後
３
カ
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
８
カ
月
の
間
に
検
査
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
検
査
の
申
込
及
び
検

査
手
数
料
は
設
置
届
時
に
収
め
て
い

た
だ
く
前
納
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す

・
定
期
検
査
（
法
第
11
条
）

　
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
、
継
続
し
て
所
期
の
性
能
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
毎
年
１

回
検
査
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
種
類
や
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
改
め
て
確
認
し
、
保
守
点
検

・
清
掃
・
法
定
検
査
を
定
期
的
に
、

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を

一
括
し
て
契
約
で
き
る
「
一
括
契
約

シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
大
変
便

利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
現
在
契
約
さ
れ
て
い
る

保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
者
ま
た
は

（
公
社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
に

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か

ら
の
汚
水
の
み
を
処
理
し
、
台
所
か

ら
の
生
活
雑
排
水
は
、
そ
の
ま
ま
放

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
活
雑
排

水
も
処
理
で
き
る
合
併
浄
化
槽
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
汚
れ
の
量
を
お
よ

そ
８
分
の
１
に
減
ら
せ
ま
す
。

　
身
近
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
９
６
６

◆
役
場
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８(

直
通)

10
月
１
日
は

　
　

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
へ

保
守
点
検
に
つ
い
て

清
掃
に
つ
い
て

法
定
検
査
に
つ
い
て

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

　

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
管
理
は
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う

　
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
昭
和
60
年

10
月
１
日
に
「
浄
化
槽
法
」
が
施
行

さ
れ
、
浄
化
槽
の
普
及
・
促
進
及
び

浄
化
槽
法
の
周
知
徹
底
を
通
じ
て
、

生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
当

時
の
建
設
省
、
厚
生
省
、
環
境
庁
の

３
省
庁
の
主
唱
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
浄
化
槽
が
正
し
く

動
作
す
る
よ
う
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き

を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に

す
る
装
置
で
す
。
そ

の
た
め
、
浄
化
槽
の

機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
適
正

に
機
能
す
る
よ
う
に

管
理
者
が
保
守
点
検

・
清
掃
を
行
い
、
ま

た
、
年
１
回
の
法
定

検
査
を
行
わ
な
け
れ
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ご
み
の
野
焼
き
は

　
　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
飼
い
犬
・
猫
が
ご
近
所
か
ら

好
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
　
　
　

野
焼
き
の
例
外

猫
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー

　
ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

を
除
き
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
に
よ
る
煙
、
す
す
、
悪
臭

は
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
を
引
き
起
こ

す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
ド
ラ

ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼

却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
も
野
焼
き

行
為
と
み
な
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、

正
し
く
分
別
を
行
い
、
決
め
ら
れ
た

方
法
で
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
野
焼
き
の
例
外
と
し
て
は
、
次
の

６
項
目
が
あ
り
ま
す
。

①
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
に

よ
る
焼
却
行
為

（
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
る
特

定
小
型
焼
却
炉
）

②
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策
、
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
焼
却

（
災
害
時
の
木
く
ず
等
の
焼
却
や
消

防
防
災
訓
練
に
よ
る
焼
却
な
ど
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

（
ど
ん
ど
焼
き
、
か
が
り
火
、
た
い

ま
つ
な
ど
）

④
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
焼
却
行
為

（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
土
器
の

製
作
に
伴
う
木
く
ず
の
焼
却
、
飯
ご

う
炊
飯
に
よ
る
焼
却
な
ど
）

⑤
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
焼
却
行
為

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
不
可

※
稲
わ
ら
等
の
有
効
活
用
に
関
し
て

は
、
広
報
ご
か
９
月
号
へ
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ

っ
て
軽
微
な
も
の

（
落
ち
葉
た
き
等
）

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
は

不
可

　
こ
れ
ら
の
例
外
に
あ
て
は
ま
る
野

焼
き
を
す
る
場
合
で
も
、
周
辺
へ
の

生
活
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
野
焼
き
に
よ
る
苦
情

（
相
談
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
訪

問
し
て
野
焼
き
の
即
中
止
、
ま
た
は

改
善
指
導
を
行
い
、
み
だ
り
に
焼
却

し
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

平成26年度
境警察署管内による
野焼き検挙件数

３件

　
近
年
、
犬
・
猫
に
よ
る
糞
や
い
た

ず
ら
な
ど
様
々
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
飼
い
主
の
き
ち
ん
と
し
た
管

理
が
必
要
で
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
「
あ
な
た
の
街
を

犬
の
ふ
ん
ゼ
ロ
・
放
し
飼
い
ゼ
ロ
に

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
を
飼

い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
飼
育

に
関
す
る
普
及
啓
発
が
図
れ
る
よ
う
、

飼
い
主
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
し
ま
す
。

①
ふ
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
持

ち
帰
り
、
可
燃
物
と
し
て
処
分
し
ま

し
ょ
う

　
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼

い
主
の
義
務
で
す
。

　
ふ
ん
の
中
の
寄
生
虫
や
病
原
菌
で

病
気
に
か
か
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
努
め
、
ふ
ん
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

②
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
す
る
と
、
飼

い
犬
が
道
路
に
飛
び
出
し
、
交
通
事

故
に
あ
っ
て
し
ま
う
な
ど
多
く
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
公
園
内
等
に
お
い

て
も
、
ノ
ー
リ
ー
ド
に
し
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
飼
い
猫
は
で
き
る
限
り
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う

　
屋
外
は
、
交
通
事
故
、
感
染
症
、

猫
ど
う
し
の
け
ん
か
な
ど
多
く
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
所
の
家
で
糞
を
し
た
り
、

畑
を
荒
ら
し
た
り
、
車
の
上
に
乗
っ

て
キ
ズ
を
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
、
近

所
の
迷
惑
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

②
飼
い
猫
に
は
首
輪
と
名
札
ま
た
は

鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
迷
い
猫
の
連
絡
が
入
っ
た
時
に
、

飼
い
主
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
県
や
町
で
は
、
迷
い
猫
等
の
捕
獲

・
駆
除
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
迷
い
猫
等
が
庭
に
寄
り
つ
か
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
迷
い
猫
等

避
け
グ
ッ
ズ
の
他
に
、
忌き

ひ
ざ
い
避
剤
や
木も

く

酢さ
く
え
き液
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
か
す
、
タ
マ

ネ
ギ
の
薄
切
り
、
赤
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を

刻
ん
だ
も
の
な
ど
を
庭
に
ま
く
と
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
役
場
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

◆
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６
（72）
１
２
０
０

犬
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー
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·•◦ま ち の わ だ い◦•·

﹁
道
の
日
﹂
に
道
路
の
美
化
清

掃
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

五霞ライスセンターの竣工記念式典が行われました

　
８
月
10
日
、「
道
の
日
」
に
道
路
の
美

化
清
掃
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
運
動
は
、
茨
城
県
建
設
業

協
会
境
支
部
が
主
催
と
な
り
、
道
路
に

投
げ
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
に

よ
り
、
道
路
管
理
の
大
切
さ
を
示
す
と

と
も
に
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
を
抑
制
す

る
モ
ラ
ル
の
確
立
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

　
ゴ
ミ
の
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
意

識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
を
な
く
し
、
こ
れ

か
ら
も
き
れ
い
な
道
路
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
が
建
設

を
進
め
て
い
ま
し
た
「
五
霞
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
７
月
30
日
、
セ

レ
モ
ニ
ー
と
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
五
霞
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
茨

城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
が
老
朽
化
し

た
「
五
霞
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

に
代
わ
る
施
設
と
し
て
建
設
し
た
も
の

で
、
五
霞
町
農
業
振
興
の
拠
点
と
な
る

施
設
で
す
。

　
今
後
、
こ
の
「
五
霞
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
」
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
農
家

皆
様
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■�

第
35
回
体
協
会
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

○
期
日
　
７
月
26
日
～
８
月
29
日

○
場
所
　
五
霞
中
学
校
野
球
場

○
結
果
　
優
　
勝
　
原
宿
台
Ｂ

　
　
　
　
準
優
勝
　
元
栗
橋
本
田

　
　
　
　
第
３
位
　
山
王
山

　
　
　
　
　
　
　
　
原
宿
台
Ａ

優秀賞を受賞した
原宿台チーム

■�

第
37
回
茨
城
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

加
盟
団
体
対
抗
親
善
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

○
期
日
　
８
月
１
日
・
２
日

○
場
所
　�

古
河
市
上
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

総
和
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
結
果
　
優
秀
賞
（
２
勝
０
敗
）

優勝した
原宿台Ｂチーム

ま ち・体 育 協 会 関 係 大 会 結 果■
五
霞
町
消
防
協
力
金（
生
活
安
全
課
）

　
消
防
団
の
活
動
支
援
と
し
て
９
５
６
，

５
０
０
円
の
拠
出
金
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
拠

出
金
は
、
消
防
団
の
活
動
資
金
の
一
部

に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
資
　（
健
康
福
祉
課
）

　
赤
十
字
活
動
資
金
と
し
て
９
３
１
，

７
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
寄

付
金
は
、「
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊

厳
を
守
る
活
動
」
に
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
赤
十
字
活
動
へ

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご協力ありがとうございました
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に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、

生
き
て
い
く
う
え
で
「
あ
な
た
の
存

在
が
大
切
な
ん
だ
」
と
、
相
手
を
受

け
入
れ
て
あ
げ
る
こ
と
、
ま
た
、「
人

と
比
べ
る
こ
と
の
無
い
私
を
大
切
に

す
る
人
生
を
」
と
、
分
か
り
や
す
く
、

貴
重
な
お
話
を
拝
聴
し
、
人
権
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
、
人
権
啓
発
映

画
と
し
て「
日
常
の
人
権
Ⅱ
　

気
づ
き

か
ら
行
動
へ
」
の
上
映
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
、
外
国
人
の
人

権
、
障
が
い
者
の
人
権
、
部
落
差
別
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
人
権
侵
害
等
、

日
常
に
潜
む
人
権
問
題
を
と
り
あ
げ
、

差
別
や
偏
見
で
苦
し
む
人
た
ち
の
心

の
痛
み
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

な
ど
、
研
修
会
を
通
し
て
、
人
権
問

題
の
解
消
に
向
け
て
、
正
し
い
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
境
町

中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
境
・
五
霞
人
権

教
育
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
町
教

育
委
員
を
は
じ
め
教

職
員
の
皆
さ
ん
な
ど

１
６
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
僧
侶

で
あ
り
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
や
華
道
家
と
様

々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
川
村

妙
慶
先
生
を
お
招
き
し
、「
～
今
を
よ

り
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
～
　
こ
こ

ろ
を
み
つ
め
る
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
悩

み
を
持
つ
人
か
ら
の
心
の
相
談
を
数

多
く
受
け
、
悩
み
を
持
つ
人
に
い
え

る
こ
と
は
、
答
え
を
持
つ
。
断
定
し

て
し
ま
う
。
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、

「
答
え
を
も
っ
て
聞
か
な
い
」
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
仏
教
の
樹
た
て
を
例
に
、
根
は
、

情
を
育
て
る
幼
児
教
育
。
幹
は
、
意

思
を
育
て
る
義
務
教
育
。
葉
や
花
は
、

知
識
を
育
て
る
専
門
教
育
。
何
も
芽

が
出
な
い
と
き
は
、
根
を
伸
ば
せ
。

や
が
て
花
が
咲
く
か
ら
と
、
喜
び
や

悲
し
み
が
共
有
で
き
る
常
識
や
知
恵

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
優
し
い
口
調
で
話
す
先
生
の
講
演

夏祭り ～西児童館～

　
８
月
25
日
、
西
児
童
館
で
は
「
夏

祭
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
自

分
の
好
き
な
数
字
を
書
き
込
ん
で
行

う
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
的
に
ボ
ー
ル
を
３
球
投
げ
て
何
本

倒
せ
る
か
を
競
う
的
あ
て
ゲ
ー
ム
。

最
後
は
宝
さ
が
し
で
す
。
丸
め
た
新

聞
紙
の
中
に
番
号
を
書
い
た
く
じ
を

入
れ
、
引
い
た
く
じ
と
同
じ
番
号
の

賞
品
と
交
換
し
ま
す
。
空
く
じ
も
あ

り
何
回
目
か
に
や
っ
と
あ
て
た
子
も

い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
外
で

み
ん
な
の
大
好
き
な
ア
イ
ス
を
食
べ

ま
し
た
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
や
釣
り
も
あ
り
ス
ト

ラ
イ
ク
が
で
た
り
、
た
く
さ
ん
釣
れ

る
と
大
喜
び
で
し
た
。
夏
休
み
の
終

わ
り
の
ひ
と
と
き
は
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

●南児童館	 ☎８４―３４５６
	 6日（火）	ドッジボール大会
		 避難訓練
	 8日（木）	ママといっしょ
	 13日（火）	ブーメランを作ろう
	 19日（月）	みんなでクッキング
	 22日（木）	ママといっしょ
	 30日（金）	ハロウィン祭り

月
の
行
事
予
定

10 ●西児童館	 ☎８４―２３２１
	 2日（金）	ちびっこ広場
	 8日（木）	ドッジボール大会
	 13日（火）	避難訓練
	 16日（金）	ちびっこ広場
	 19日（月）	新聞紙ジャンケン
	 22日（木）	手作りクッキング
	 29日（木）	ハロウィン

月
の
行
事
予
定

10

　
思 い や り の 心 で 明 る い 社 会 を

五霞・境人権教育研修会が
開催されました

オリジナルうちわ作り ～南児童館～

　
７
月
29
日
、
南
児
童
館
で
は
、
夏

休
み
に
入
り
ま
す
ま
す
暑
く
な
る
な

か
、
少
し
で
も
涼
を
求
め
ら
れ
る
気

持
ち
を
込
め
な
が
ら
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

う
ち
わ
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
館
で
用
意
し
た
白
い
無
地
の

う
ち
わ
に
子
ど
も
達
そ
れ
ぞ
れ
が
、

お
花
紙
で
作
っ
た
花
か
ざ
り
や
色
紙

を
細
工
し
て
は
っ
た
り
、
ク
レ
ヨ
ン

で
好
き
な
絵
や
文
字
を
書
い
た
り
、

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
う
ち
わ
作
り

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
う
ち
わ
で
お
友
達
同
士
あ
お
い

だ
り
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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（
総
務
課
）

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
分
か
り

づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
、
階
段
に
手

す
り
が
な
く
不
安
な
ど
、
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
時
は
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、

細
井
博
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
同
相
談
会
・
町
行
政
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
合
同
相
談

◆
日
時
　
11
月
26
日
（木）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場
所

	

（
政
策
財
務
課
）

　
全
国
の
方
か
ら
応
援
い
た
だ
い
て

い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
更

な
る
制
度
活
用
の
た
め
、
10
月
９
日

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
一
括

業
務
代
行
を
依
頼
し
、
特
典
商
品
の

充
実
、
制
度
に
付
随
す
る
事
務
業
務

の
代
行
、
全
国
へ
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
一
層
進
め
、
五
霞
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
申
込
み
方
法

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
寄
附
納
入
方
法

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
コ
ン
ビ
ニ

納
入
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
お
礼
の
品

　
寄
附
金
額
１
万
円
か
ら
、
金
額
に

応
じ
て
米
な
ど
35
品
目
の
中
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
９
日
か

ら
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周

知
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
財
務
課
　
財
務
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

②�

申
請
・
受
給
者
の
方
の
本
人
確
認

書
類
（
代
理
申
請
・
受
給
を
行
う

場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
も
必
要
と
な
り
ま
す
）

③�

受
取
口
座
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

※�

③
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
よ
り
添

付
が
不
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
申
請
期
間

　
平
成
28
年
２
月
１
日
（月）
ま
で

※�

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
給
付
金
を
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

	

（
健
康
福
祉
課
）

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
期
限
は
、
11
月
９
日
（月）
ま
で
で

す
。

　
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
給
付
金
を
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
給
付
対
象
者
の
方
へ

６
月
初
旬
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

（
申
請
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
役
場
に
て
再
交
付
し
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№481）

　役場の代表電話は ☎（84）1111です　

行
政
相
談

　
下
妻
公
民
館
２
階
　
大
会
議
室

○
町
行
政
相
談
所

◆
日
時
　
10
月
19
日
（月）

　
午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課

　
☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

◆
総
務
課
　
秘
書
広
報
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

	

（
健
康
福
祉
課
）

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税

が
課
税
さ
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
臨

時
特
例
的
な
給
付
措
置
を
実
施
し
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
、

８
月
下
旬
に
申
請
書
等
を
送
付
し
て

お
り
ま
す
。
同
封
し
た
留
意
事
項
等

を
よ
く
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

支
給
対
象
者
　
平
成
27
年
度
分
の

住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※�

住
民
税
に
お
い
て
、
課
税
者
の
扶

養
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

○
支
給
額

　
１
人
に
つ
き
６
，
０
０
０
円

○
提
出
書
類

①�

臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書
（
請
求

書
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受

付

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

「
五
霞
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す



広報ごか　2015．10 14

　

　

　

　

　
東
小
学
校
　
10
月
16
日
（金）

　
西
小
学
校
　
10
月
21
日
（水）

○
時
間

　
受
付
　
午
後
１
時
～
１
時
25
分

　
開
始
　
午
後
１
時
30
分

○
場
所
　
入
学
予
定
小
学
校

○�

対
象
者
　
平
成
21
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
Ｇ

　
☎
（84）
１
４
６
２
（
直
通
）

	

（
上
下
水
道
課
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ

り
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
交
換
は
、
町
が
指

定
し
た
水
道
工
事
店
が
行
い
、
作
業

時
に
は
町
発
行
の
受
託
証
明
書
を
持

参
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
事
前

に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
時
の
立
会
い
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
敷
地
内
に
立
ち

入
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
作
業
期
間

　
10
月
11
日
（日）
～
23
日
（金）

○
交
換
費
用
　
無
料

○�

お
願
い
　
作
業
等
に
支
障
が
出
ま

す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
お

よ
び
止
水
栓
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

	

（
産
業
課
）

　
茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、

規
模
縮
小
や
経
営
転
換
等
の
理
由
に

よ
り
、
農
地
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る

方
の
申
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
借
り
し
た
農
地
は
、
公
募
で
募

集
し
た
担
い
手
の
方
に
対
し
、
県
農

地
中
間
管
理
機
構
が
転
貸
し
ま
す
。

　
農
用
地
の
貸
借
手
続
き
の
流
れ
や
、

公
募
に
応
募
さ
れ
て
い
る
担
い
手
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
農
地
中
間

管
理
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（木）
～
11
月
２
日
（月）

○
届
出
書
配
布
・
受
付
場
所

　
産
業
課
窓
口

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

	

（
産
業
課
）

　
使
用
済
み
と
な
っ
た
農
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
回
収
に
当
た
っ
て
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
回
覧
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
主
な
回
収
対
象
物

・
ハ
ウ
ス
等
被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル

平
成
27
年
度  

第
３
回

農
用
地
の
貸
付
希
望
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収

・
肥
料
用
空
袋

・
園
芸
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム

・
水
稲
育
苗
箱

※�

回
収
物
の
状
態
や
種
類
に
よ
っ
て

回
収
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

○
事
前
受
付
日
時

　
10
月
８
日
（木）
、
９
日
（金）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
場
所

　
五
霞
町
役
場
２
階
　
第
２
会
議
室

○
回
収
日
　
10
月
22
日
（木）

○
収
集
場
所

　
五
霞
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
　
敷
地
内

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

	

（
教
育
委
員
会
）

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
就

学
予
定
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
就

学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
心
身
と
も
に
健
康
な
小
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
必

要
な
健
康
診
断
で
す
。
対
象
と
な
る

お
子
さ
ま
の
保
護
者
に
は
、「
就
学
時

の
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
」
の

通
知
文
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
実

施
日
に
受
診
で
き
な
い
方
や
転
居
予

定
の
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
実
施
日

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す

　
上
下
水
道
課
　
水
道
Ｇ

　
☎
（84）
３
０
０
０
（
直
通
）

	

（
生
活
安
全
課
）

　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
の
強
固
な
消
防
精
神
を
養
成
、

厳
正
な
規
律
、
確
実
な
団
体
行
動
の

徹
底
を
図
り
、
火
災
現
場
に
お
い
て
、

迅
速
か
つ
的
確
に
消
火
活
動
に
あ
た

る
団
員
の
育
成
を
目
的
に
、
消
防
ポ

ン
プ
操
法
の
技
術
を
県
西
地
区
の
市

町
か
ら
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
競
い

ま
す
。

　
当
町
か
ら
は
、
五
霞
町
消
防
団
を

代
表
し
、
第
４
分
団
６
名
が
出
場
し

ま
す
。

　
第
４
分
団
で
は
、
５
月
か
ら
大
会

に
向
け
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
も

家
族
そ
ろ
っ
て
見
学
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
18
日
（日）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

○
場
所
　
下
館
運
動
公
園

　
　
　
　
筑
西
市
上
平
塚
６
３
９

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

第
66
回  

消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
西
地
区
大
会
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（
健
康
福
祉
課
）

　
平
成
27
年
度
は
、
下
記
の
と
お
り

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
公
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
公
費
助

成
（
３
，
０
０
０
円
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
お
早

め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

　
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
と
な
る

菌
で
あ
り
、
肺
炎
の
ほ
か
に
も
慢
性

気
道
感
染
症
、
中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、

敗
血
症
等
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、
成

人
の
肺
炎
の
25
％
～
40
％
を
占
め
、

特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
お
持
ち

の
方
は
重
篤
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

○
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・�

筋
肉
内
ま
た
は
皮
下
注
射
で
、
１

回
接
種
で
す
。

・�

接
種
後
５
年
間
は
効
果
が
持
続
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

過
去
５
年
以
内
に
接
種
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
再
接
種
に
よ
り
、

接
種
部
位
の
痛
み
、
赤
み
、
し
こ

り
等
の
副
反
応
が
強
く
出
現
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○�

助
成
対
象
者
（
平
成
28
年
３
月
31

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
公
費
助
成
に
つ

い
て

　やめようポイ捨て　まもろう五霞町　

日
ま
で
）

　
五
霞
町
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
日

現
在
で
左
記
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

　
た
だ
し
、
い
ま
ま
で
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
の
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
対

象
外
で
す
。

①
平
成
27
年
度
に
各
年
齢
に
な
る
方

65
歳
：�

昭
和
25
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
26
年
４
月
１
日
生

70
歳
：�

昭
和
20
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
21
年
４
月
１
日
生

75
歳
：�
昭
和
15
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
16
年
４
月
１
日
生

80
歳
：�

昭
和
10
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
11
年
４
月
１
日
生

85
歳
：�

昭
和
５
年
４
月
２
日
生
～

昭
和
６
年
４
月
１
日
生

90
歳
：�

大
正
14
年
４
月
２
日
生
～

大
正
15
年
４
月
１
日
生

95
歳
：�

大
正
９
年
４
月
２
日
生
～

大
正
10
年
４
月
１
日
生

100
歳
：�

大
正
４
年
４
月
２
日
生
～

大
正
５
年
４
月
１
日
生

②�

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
す
る
方

○
公
費
助
成
金
に
つ
い
て

　
３
，
０
０
０
円

（
１
人
に
つ
き
生
涯
１
回
限
り
で
す
。）

○
接
種
方
法
に
つ
い
て

　
茨
城
県
内
の
委
託
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

　
委
託
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
し

た
場
合
は
、
助
成
金
の
申
請
が
必

要
で
す
。
接
種
前
に
ご
確
認
を
お

願
い
ま
す
。

○
予
診
票
に
つ
い
て

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
。

（�

健
康
保
険
証
な
ど
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（84）
１
９
１
０

	

（
健
康
福
祉
課
）

【
高
齢
者
の
方
】

○
接
種
期
間

　
10
月
１
日
（木）
～

　
平
成
28
年
１
月
31
日
（日）

○
対
象
者

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人

②�

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病

気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で

す
）

○
接
種
方
法

　
町
の
委
託
医
療
機
関
（
猿
島
郡
内

及
び
古
河
市
の
医
療
機
関
等
）
に
予

約
し
接
種
。

※�

県
外
で
接
種
す
る
場
合
、
町
と
の

委
託
契
約
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
同

じ
公
費
負
担
額
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
ま
す
。

※�

や
む
を
得
ず
、
町
と
委
託
契
約
を

し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種
さ

れ
た
方
に
は
、
支
払
っ
た
接
種
料

金
の
う
ち
助
成
金
額
分
を
払
い
戻

し
し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

○
助
成
金
額
（
１
人
１
回
ま
で
）

　
２
，
０
０
０
円

（�

接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

　
年
齢
確
認
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
等
）

【
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
】

○
接
種
期
間

　
10
月
１
日
（木）
～

　
平
成
28
年
１
月
31
日
（日）

○
対
象
者

　
本
町
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
・
２
・
３
級
）
を
交
付
さ
れ

て
い
る
方

○
接
種
方
法

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
等
で
接

種○
助
成
金
額
　
　
　
２
，
０
０
０
円

（�

接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

○
助
成
金
申
請
方
法

　
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
認
印

・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

・
通
帳

○
申
請
期
間

　
10
月
１
日
（木）
～

　
平
成
28
年
２
月
29
日
（月）

（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

※�

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
（84）
１
９
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
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募　

集

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室

	

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
（
デ
イ
ケ
ア
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
１
日
（木）

　
　
　
　
11
月
５
日
（木）

　
　
　
　
12
月
３
日
（木）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（84）
１
９
１
０

	

（
都
市
建
設
課
）

　
都
市
の
将
来
像
を
示
す
「
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
作
成

及
び
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
を
す
る

に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
公
聴
会
で
は
、
原
案
に
対
し
て
、

公
述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
出
者
が
多
数
の
場

合
は
、
意
見
内
容
を
考
慮
の
う
え
代

表
者
を
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩
井
・
境
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
関
す
る

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
な
お
、
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
公
聴
会
開
催
日
時
・
会
場

・
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て

　
10
月
29
日
（木）
　
午
前
10
時
～

　
五
霞
町
役
場
２
階
第
２
会
議
室

・�

岩
井
・
境
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
つ
い
て

　
10
月
29
日
（木）
　
午
後
２
時
30
分
～

　
境
町
役
場
４
階
会
議
室

（
境
町
３
９
１
番
地
１
）

○
申
し
出
方
法

　
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
希
望
す
る

方
は
、
公
述
申
出
期
間
内
に
公
述
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
述
申
出
書
の
様
式
は
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
。

○
公
述
申
出
書
提
出
先

・
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て

　
五
霞
町
役
場
　
都
市
建
設
課
あ
て

・�

岩
井
・
境
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
つ
い
て

　
茨
城
県
知
事
　
橋
本
昌

（
茨
城
県
土
木
部
都
市
局

　
　
　
都
市
計
画
課
扱
い
）
あ
て

〔
〒
３
１
０
―
８
５
５
５

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
―
６
〕

○
公
述
申
出
期
間

　
10
月
８
日
（木）
～
22
日
（木）

※
閉
庁
日
を
除
く

○�

原
案
の
閲
覧
場
所
及
び
お
問
い
合

わ
せ

・
茨
城
県
土
木
部

　
都
市
局
都
市
計
画
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
５
９
２

・
五
霞
町
役
場
都
市
建
設
課

　
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　
☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

※�

公
述
申
出
期
間
中
の
み
閲
覧
で
き

ま
す
。

※�

生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
閲
覧
場

所
は
五
霞
町
役
場
都
市
建
設
課
の

み
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
願
い
ま

す
。

	

（
都
市
建
設
課
）

　
10
月
15
日
（木）
～
21
日
（水）
は
「
違
反

建
築
物
防
止
週
間
」
で
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
、
全
国
一
斉
の
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
建
築
基
準
法
令

違
反
の
建
築
物
の
是
正
及
び
そ
の
発

生
予
防
を
す
る
た
め
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
等
に
関
す
る
確
認
の

申
請
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
違
反

建
築
物
は
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ず

建
築
物
の
使
用
者
な
ど
に
危
険
が
生

じ
る
場
合
や
環
境
、
防
災
の
面
な
ど

地
域
に
対
し
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
物
を
建

築
す
る
際
に
は
必
要
な
手
続
き
を
経

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指
導
課

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
４
９

・
役
場
都
市
建
設
課

　
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　
☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

	

（
町
民
税
務
課
）

　
10
月
３
日
（土）
は
番
号
制
度
導
入
作

業
の
た
め
、
土
曜
窓
口
業
務
を
休
業

し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

	

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
の
心
配
の

あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
発

達
相
談
を
、
月
１
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
組
１
時
間
程
度
の
個
別
相
談

で
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時
　
10
月
２
日
（金）

　
　
　
　
11
月
６
日
（金）

　
　
　
　
12
月
11
日
（金）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

（
た
だ
し
、正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
（84）
１
９
１
０

土
曜
窓
口
業
務
休
業

す
く
す
く
相
談

相　

談

	

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※�

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
（84）
３
５
９
５

	

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
14
日
（水）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談
窓
口

建
築
物
を
建
築
す
る
際
に
は

法
律
上
の
手
続
き
を
お
願
い

ま
す
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清
水
丘
聖
地
霊
園
に
お
い
て
、
区

画
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
区
画
　
３
区
画

○
申
込
書
配
布
期
間

　
10
月
23
日
（金）
～
11
月
６
日
（金）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
申
込
期
間

　
10
月
30
日
（金）
～
11
月
６
日
（金）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
抽
選
日

　
11
月
８
日
（日）
　
午
前
９
時
か
ら

○�

申
し
込
み
資
格
　
申
し
込
み
日
時

点
で
６
か
月
以
上
五
霞
町
に
住
民

登
録
し
、
現
在
も
居
住
し
て
い
る

方
で
本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
当
霊

園
の
使
用
許
可
を
受
け
て
い
な
い

方
※�

申
込
者
は
世
帯
主
と
し
、
１
世
帯

１
区
画
と
し
ま
す
。

○
必
要
書
類

①
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

②
住
民
票
（
謄
本
）
の
写
し

（
発
行
後
１
か
月
以
内
の
も
の
）

※�

世
帯
全
員
、
世
帯
主
、
定
住
年
月

日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
印
鑑
（
認
印
可
）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
し
ま

環
境
管
理
事
務
組
合
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
さ
し
ま
斎
場

　
☎
（87）
０
６
１
９

　
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
西
農
林
事
務
所

　
振
興
・
環
境
室
　
農
業
振
興
課

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
６
９

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
に
使
用
す
る

軽
油
に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
32
．

１
円
の
軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
向
上
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

等
を
混
ぜ
て
「
不
正
軽
油
」
を
製
造

し
て
い
る
人
、
そ
れ
を
販
売
・
購
入

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
灯
油
や
重
油

等
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
燃
料
に

使
用
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
不
正
な
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
す
る
行
為
は
、
環
境
を
汚
染
す
る

と
と
も
に
脱
税
行
為
で
も
あ
り
、
刑

事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
を
使
用
し
て
い
る
疑
い

の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課
　
軽
油
引
取
税
担
当

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
９
２

・
不
正
軽
油
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
（
２
４
１
）
７
４
４

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
24
時
間
受
付

　五霞町の旬の情報を 町公式Facebook、Twitter　で発信しています　

示示
掲掲

板板

茨
城
を
た
べ
よ
う
収
穫
祭

﹃
県
西
う
ま
い
も
ん
市（
ス
ト

リ
ー
ト
）﹄が
開
催
さ
れ
ま
す

ダ
メ
！
不
正
軽
油

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
へ

清
水
丘
聖
地
霊
園
使
用
者
の

募
集

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有

者
の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講

習
会
・
相
談
会

　
茨
城
県
で
は
、
県
西
地
域
の
農
業

や
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地

域
特
産
品
等
の
販
売
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
茨
城
を
た
べ
よ

う
収
穫
祭
県
西
う
ま
い
も
ん
市
（
ス

ト
リ
ー
ト
）」を
開
催
し
ま
す
。
県
西

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
農
産

加
工
品
等
を
「
見
て
、
食
べ
て
、
購

入
」
す
る
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
道
の
駅
「
ご
か
」
の

売
れ
筋
商
品
で
あ
る
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク

ま
ん
と
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
シ
ュ
ウ
マ
イ

や
ご
か
り
ん
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時

・
10
月
24
日
（土）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

・
10
月
25
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所
　
砂
沼
広
域
公
園
（
下
妻
市
）

○
住
所
　
下
妻
市
長
塚
乙
４
―
１

○
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
県
西
の
農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ

・�

県
西
う
ま
い
も
ん
市
場
で
の
農
産

物
等
の
販
売

○
主
催
　
い
ば
ら
き
県
西
農
産
物

　
公
益
社
団
法
人
「
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
」
は
、「
会
員
同
士
が
共
に

励
ま
し
あ
い
助
け
あ
っ
て
、
人
と
し

て
実
り
あ
る
人
生
を
送
る
と
と
も
に
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
希
求
す
る
」
た

め
、
様
々
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
茨
城
県
支
部
の
主
な
活
動
は
介
護

家
族
の
交
流
会
「
つ
ど
い
」「
電
話
相

談
」「
会
報
の
発
行
」
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
介
護
者
の
つ
ど
い

・
つ
く
ば

　
第
１
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

　
つ
く
ば
市
役
所

・
水
戸

　
第
２
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

　
水
戸
合
同
庁
舎

○
電
話
相
談

　
月
～
金
曜
日
　
午
後
０
時
～
４
時

　
☎
０
２
９
（
８
７
９
）
０
０
１
８

○
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
と

　
奇
数
月
第
２
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
う
し
く

　
第
２
火
曜
日

　
午
後
１
時
～
３
時

○
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
支
部

　
☎
０
２
９
（
８
７
９
）
０
８
０
８

　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
で
は
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
保
有
者
）
が
社
会
参
加
す
る
た
め

に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
訓
練
及
び

ス
ト
ー
マ
・
ケ
ア
等
に
関
す
る
研
修

や
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
15
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

○
場
所
　
古
河
市
福
祉
の
森
会
館

　
２
階
研
修
室

（
古
河
市
新
久
田
町
２
７
１
―
１
）

○�

対
象
者
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
、
医
療
関
係
者
等

○
内
容

◆
講
演
会
お
よ
び
相
談

　
講
師
　
平
石
　
真
澄
氏

（�

皮
膚
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
メ
ド

ア
グ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
同
士
の
懇
談
会

◆
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
・
説
明

○
参
加
費

　
１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
11
月
８
日
（日）
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部

西
部
地
区
セ
ン
タ
ー
総
務

鈴
木
　
徳
男
　
☎
（76）
６
５
１
１

携
帯
０
９
０
―

５
３
９
９
―

０
３
９
８
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成
田
　
藍あ

い

　
私
の
一
番
の
思
い
出
は
、
地
引
き
網
で
す
。

朝
早
く
起
き
て
、
海
岸
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し

た
。
地
引
き
網
は
、
左
右
同
じ
力
で
引
か
な
い

と
魚
が
逃
げ
て
し
ま
う
そ
う
な
の
で
、
重
か
っ

た
け
ど
、
力
の
続
く
限
り
頑
張
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
自
分
た
ち
で
取
っ
た
魚
を
早
く
食
べ
た

か
っ
た
か
ら
で

す
。
で
も
、
も

う
限
界
か
な
と

思
っ
た
時
に
、

網
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
網
の

中
に
は
た
く
さ

ん
の
魚
と
、
ク

ラ
ゲ
や
サ
メ
ま

で
い
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
取
っ

た
魚
は
、
と
っ

て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

松
沼
　
光ひ

か
る

　
私
が
泊
ま
っ
た
民
宿
は
ア
ブ
ラ
ヤ
で
す
。
昔
、

油
を
売
っ
て
い
た
と
、
民
宿
の
お
じ
さ
ん
が
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
民
宿
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら
、
楽

し
く
食
事
を
し
た
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
ス

イ
カ
割
り
で
す
。
四
回
や
っ
て
全
部
当
た
っ
た

け
ど
、
真
っ
二
つ
に
割
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
三
つ
目
は
起
き
て
い
る
人
と
夜
中
の

12
時
半
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
こ
と
で
す
。

  

五
霞
町
で
は
、
昭
和
63
年
か
ら
東
西
小
学
校

と
千
葉
県
九
十
九
里
町
の
小
学
校
と
の
交
流
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
海
辺
で
し

か
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
の
感

想
を
特
集
し
ま

す
。

栗
原
　
桜さ

く
ら

　
九
十
九
里
小

学
校
と
の
交
流

で
、「
大
漁
旗
」

と
い
う
旗
を
作

り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
作

っ
た
旗
は
、
五

霞
東
・
西
小
と

九
十
九
里
小
と

の
交
流
を
記
念

し
た
図
案
で
す
。
九
十
九
里
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
く
く
り
ん
」
と
、
五
霞
町
の
「
ご
か
り
ん
」

を
コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。

　
次
に
私
は
、
九
十
九
里
小
と
の
交
流
の
感
想

を
み
ん
な
の
前
で
言
い
ま
し
た
。
原
稿
な
し
だ

っ
た
の
で
、
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
自
分
な

り
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
体

育
館
に
飾
っ
て
あ
る
大
漁
旗
を
見
る
と
、
九
十

九
里
小
と
の
交
流
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
代
謝
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
形
成
よ
り
も
骨

破
壊
が
上
回
る
状
態
が
続
い
て
骨
が

す
か
す
か
に
、
も
ろ
く
な
っ
た
状
態

で
す
。
女
性
に
多
く
、
骨
折
し
や
す

く
な
る
病
気
で
す
。

　
原
因
は
骨
を
形
成
す
る
カ
ル
シ
ウ

ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
不
足
や
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
ま
た
適
度
な
運
動
に
よ
っ

て
骨
に
一
定
以
上
の
負
荷
を
か
け
な

い
と
骨
形
成
に
お
け
る
カ
ル
シ
ウ
ム

の
利
用
効
率
が
悪
く
な
る
た
め
、
運

動
不
足
も
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

○�

一
日
３
回
の
規
則
正
し
い
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

　
食
生
活
の
改
善
は
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
の
不
足
と
な
ら
な
い
よ

う
に
心
が
け
な
が
ら
、
一
日
３
回
規

則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
は
、

主
食
（
ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺
）、副
菜

（
野
菜
・
き
の
こ
・
い
も
・
海
藻
料

理
）、主
菜
（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
料

理
）
の
そ
ろ
っ
た
食
事
の
こ
と
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
な
い
よ
う
副

菜
で
緑
黄
色
野
菜
や
海
草
類
を
、
主

菜
で
大
豆
料
理
を
と
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○�

牛
乳
・
乳
製
品
を
適
量
（
一
日
に

牛
乳
な
ら
コ
ッ
プ
１
杯
（
約
２
０

０
㎖
）
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
る
小
魚
（
し
ら

す
干
し
・
さ
く
ら
え
び
等
）
も
カ
ル

シ
ウ
ム
供
給
源
で
す
。

○�

骨
に
刺
激
が
加
わ
る
運
動
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
骨
に
刺
激
が
加
わ
る
運
動

が
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
11
月
20
日
（金）

に
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
内
容
は
骨
密
度
測
定
（
超

音
波
測
定
法
）、骨
粗
し
ょ
う
症
の
話
、

調
理
実
習
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（

健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防



人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 町長（直通） N84―1550　総務課広報担当 ☎84―1111（内線214）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー
輪番日…月～土曜日：午後６時～午後11時
	 日曜日・祝日：午前９時～午後４時

小児医療輪番制

※�輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町）	☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）………	☎23―7111
友愛記念病院（古河市）…………	☎97―3000

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

毎日の夜間…午後6時30分～午前0時30分
休日の昼間…午前9時～午後5時
	 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日　※10月3日のみ休業
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　☎84―1965（直通）

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ☎84―3000

東日本大震災義援金について
平成28年３月31日（木）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

9

9,046

4,546
4,500
3,210

148

58
90
84

	 前月比 －８人	 （3人）

10月の納税 ▶納期限…11月2日（月）まで

▶10月の開設日
30日（金）：午後5時15分～7時

♥義援金送金額　1,226,464円（9月16日現在）

町 県 民 税 3 期 町民税務課 税務G ☎84―1966 

介 護 保 険 料 4 期健康福祉課 高齢者支援G ☎84―0006

国 民 健 康 保 険 税 4 期 町民税務課 税務G ☎84―1966 

後期高齢者医療保険料 4 期 町民税務課 税務G ☎84―1966 

1 木 ふれあいハート教室（保健センター）

2 金 すくすく相談（保健センター）
ちびっこ広場（西児童館）

3 土 土曜窓口業務 休業

4 日 第24回町民テニス大会（町テニスコート）

5 月 道の駅ごか（定休日）

6 火 成人健康相談（保健センター）　親子ヨガ教室（ふれあいセンター）
ドッジボール大会・避難訓練（南児童館）

7 水

8 木
わくわく元気づくり⑨（保健センター）
ママといっしょ（南児童館）
ドッジボール大会（西児童館）

9 金

10 土

11 日

12 月 【体育の日】

13 火 生活困窮者自立支援事業巡回相談窓口（五霞町役場）
避難訓練（西児童館）　ブーメランをつくろう（南児童館）

14 水 消費生活相談窓口（ひばりの里）
３歳児健診（保健センター）

15 木 わくわく元気づくり⑩ウォーク大会（保健センター）

16 金 ちびっこ広場（西児童館）

17 土 第12回町民グラウンドゴルフ大会（ごかみずべ公園）
ごかりん祭（道の駅ごか）

18 日 ごかりん祭（道の駅ごか）
第66回消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

19 月 みんなでクッキング（南児童館）　行政相談所開設（役場）
新聞紙ジャンケン（西児童館）　道の駅ごか（定休日）

20 火 親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

21 水 パパママ教室①（保健センター）

22 木 ママといっしょ（南児童館）　手作りクッキング（西児童館）
農業用プラスチック回収日

23 金 わくわく元気づくり⑪（保健センター）

24 土 パパママ教室②（保健センター）

25 日 楽しい地域づくり講座③
　『住民活動力アップ編』（ふれあいセンター）

26 月

27 火

28 水 3～5か月児健診（保健センター）

29 木 わくわく元気づくり⑫（保健センター）
ハロウィン（西児童館）

30 金 町税等夜間収納（各窓口）
ハロウィン祭り（南児童館）

31 土

2015年10月

農業用プラスチック回収
事前受付日（８日～９日）

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ
不燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

西南
西南

日赤

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

日赤

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

日赤

西南
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我が家の主役 大募集！！

11/8(日)
In 五霞中学校

１１９番通報の受信場所が変わります。

【１日プチボラ】

11/8(日)午前 7 時～午後 4 時

・体験ブースなどでお手伝い

・ごかりんや他のゆるキャラのお手伝い

※みんなで交代しながらのんびりやります。

【半日プチボラ】

11/7(土)午前 9 時～（約 3 時間）

・前日の準備お手伝い

プチボランティアで楽しく活動したい方は、10 月 25 日（日）までに E メールまたは電話にて

① コース名（１日プチボラ・半日プチボラ）、②お名前、③連絡先（E メールまたは電話番号）

をご連絡ください。

○お問い合わせ：五霞ふれあい祭り運営委員会　☎８４‐１１１１（内線２２３）

（事務局：政策財務課 政策Ｇ 堀山、内田）

みんなで楽しく
プチボラしよう！

ちから仕事はないよ。

おとなもこどもも

みんな一緒に楽しもう！

プチ参加賞もあるよ～！

　五霞町の秋を彩る食の祭典「五霞ふれあい祭り」が11月8日（日）に開催されます。五霞ふれあ

い祭りは、企画を行う実行委員のアイデアやパワーがぎっしり詰まった手作りのイベントで、五霞

町で１番大きなイベントです。あなたも五霞ふれあい祭りで「五霞町を元気にする」「いろんな人と

のふれあいを大切にする」身近ないいこと（プチボランティア）してみませんか？一緒に来場者を楽し

ませたい方、お待ちしています！

第 10 回 五霞ふれあい祭り

　これまでの消防・救急に係る119番通報はお住まい

の地域を管轄する消防本部が直接受信していました

が、平成27年12月17日からは水戸市に開設される

「いばらき消防指令センター」で受信することになり

ます。

　「いばらき消防指令センター」では、県内の市町村

から１１９番通報を受け付けますので、通報時に住所

を告げるときは、市町名を含めてお伝え下さい。

　通報は、従来どおり「１１９」とダイヤルして

下さい。

〇お問い合わせ

　茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部

　通信指令課　☎４７－０１３５

　電子書籍
はじめました

パソコンやスマートフォン、
タブレットなどの端末でデ
ジタル化した
書籍を見るこ
とができます。

サイトへのアク
セスはこちら→

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
m
ail@

tow
n.goka.lg.jp

■
発
行
／
五
霞
町
役
場
　
〒
306

−0392
　
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162

−
1　


0280（

84）1111
㈹

町
公
式
tw
itter	

https://tw
itter.com

/goka_tow
n

町
公
式
facebook	

https://w
w
w
.facebook.com

/goka.tow
n

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
	
https://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/m
m
_pro/
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10月号

番号制度について
…………………………………………………………………………………2～3

平成26年度　一般会計、特別会計の決算
…………………………………………………………………………………4～7

主な内容

五霞町 広報

五霞町イメージキャラクター
「ごかりん」

　あなたのお子さまのとっておきの笑顔をご紹介ください。
　ご希望の方は、総務課または町ホームページにあります応募用紙に写真を
添えてお申し込みください。お待ちしております。
　なお、掲載は受付順となっており、一度掲載された方は見送らせていただ
きます。

○お問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　
　総務課　秘書広報G　84―1111（内線214）


